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務局が、実災害の事例研究、年 9 回の訓練、年 40 回を超える研修を実施し、その課題を整理し、フィードバッ
クしている。近年、大学の災害医学講座、ＤＭＡＴ事務局等の実務機関などで、災害医学を専任とする医師
が出現してきている。日本集団災害医学会が、このような災害専任医師のキャリアパスも意識し、社会医学
専門医制度の確立に貢献している状況を踏まえると、日赤においても、このような専任医師の確保を検討す
る必要があるものと考えられる。また、ＰＤＣＡサイクルを回すためにはもう一つの課題がある。常に変化・
進歩し続ける精神である。旧日本軍の敗因が、特定の戦略原型に徹底的に適応しすぎて学習棄却ができず自
己革新能力を失ってしまったという分析もある。日赤の決意である「利己心と戦い、無関心に陥ることなく、
人の痛みや苦しみに目を向け、常に想像力をもって行動する」ことができれば、自己革新能力を持った組織
運用が可能となるものと考えられる。
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